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（4）  二村　 まだ女性が年上の男性と結婚する傾向が強い，ということですよね。それで 30～
40歳くらいの男性は，まだふらふらしてる人も多い，と。それってどういう男た
ちなんだろうなあ。
   （と，ここで隣りで一人で黙って飲んでいた謎の男性が話しかけてきました）
   通りす がりのコンサルタントH（以下，コンサルH）　ちょっとすみません。僕もその話，
興味があって調べていたんです。話に混ざってもいいですか？
   二村　 えっ，ああ，どうぞ（後略）









































































































「通言総籬」（1787［天明 7］）／「一向不通替善運」（1788［天明 8］）＊『洒落本大成』第 14巻／「当
世粋の曙」（1800［文政 3］）＊『洒落本大成』第 26巻
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　I－述部が引用句の発言・思考と事実上等しい動作・状態を表す。





   源〔藤次郎〕　たべませうでゑす
   トずつと面テいただいている　ト十町〔鬼貫〕　源七〔藤次郎〕ヲ見る
 （「契情鸚鵡石」p. 17）
（10）  久〔巻絹〕　涙の春雨降るとや申ス









   ②台詞とその発話者以外の動作・状態が継起的に描写される「ト」






























   久〔巻絹〕　涙の春雨降るとや申ス









   又〔じゆゑん〕　わたくしは棚へ上がつてふせります
   ト皆／＼笑ふ （「契情鸚鵡石」p. 7）
（15）  庄〔五兵衛〕　（前略）親父殿も兄弟衆も　必胸を落し付ては入て被下い
   ト皆々は入ル （「心中鬼門角」p. 38）
　この（14）と（15）については，接続表現トの直前の台詞発話者とその後の動作主が異なり，































  （浜田 2012: 35–36）
2 浜田（2012: 30）では，「発話の末尾」を受ける「「と」あるいは「ト」を以下〈to〉と記す」とされている。














「通言総籬」 「一向不通替善運」 「当世粋の曙」 「洒落本コーパス」
①引用 43 27 45 314
②台詞－ト－動作  7  2  2   6
③動作－ト－動作  2  0  1   0









   なんぞくり出しなさるのか　と小めろをよびて松江をいふてやる














   トかたぬいでどん八ト一所におどるゑらさわぎとなり露雪おどるひよしに盃洗の鉢をひく
りかえすト座敷は水だらけとなる （「当世粋の曙」p. 295）












   とあんどがあまりまくらもとゆゑ。少しを々のけたばこすいつけていだす
 （「河東方言箱まくら」）
（23）  花　市村さん御酒はどふでござります。もふとりませうか
   市　もふよし／＼
   花　さやうなら




































   と，突然隣の席に同僚の高木，現れて，
   高木「（小声）宮田…」  （「運命じゃない人」p. 112）
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（28）  オモニ「（寝ているモトキを見遣り）こいつも学校出るまでは，面倒みたらなあかんしなあ」
   と，モトキが寝言でうなされ（後略）  （「パッチギ！」p. 38）
（29）  （前略）紀夫に向き直ろうとしたら，足を滑らせ，ナターシャも手を伸ばしたが，大屋根
を滑り落ちていく。
   と，運良く地上のボロソファの上にドシン！と座って着地。 （「パッチギ！」p. 36）
これらの例を以下に再掲する基準に照らし合わせる。
（30）  〔（11）再掲〕
   ①引用（I・II）
   ②台詞とその発話者以外の動作・状態が継起的に描写される「ト」

































   （前略）これ喜野，あすこの広間へ行ってな，内の千がそう言うたて，誰でも弾けるのを
借りて来やよ。」






























































①引用 ○ ○ ○
②台詞－ト－動作 ○ ○ ×


































①引用 43 27 45 314 2606
②台詞－ト－動作  7  2  2   6    1
③動作－ト－動作  2  0  1   0   49












   ①引用（I・II）
   ②台詞とその発話者以外の動作・状態が継起的に描写される「ト」







歌舞伎台帳 洒落本 近代劇 現代劇
①引用 ○ ○ ○ ○
②台詞－ト－動作 ○ ○ ○ ○
③動作－ト－動作 ○ ○ ○ ○
　また本稿では，「ト」が使用される文体に注目し，小説を中心に，会話と地の文により構成さ













①引用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
②台詞－ト－動作 ○ ○ ○ ○ ○ ×









   オモニ「（寝ているモトキを見遣り）こいつも学校出るまでは，面倒みたらなあかんしなあ」
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Study of Stage Directions in Modern Japanese:  
Research on the Conjunctive Usage of to
TAKAYA Yuki
Doctoral student, Osaka University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Previous research on historical Japanese conjunctions has argued that no specific conjunctions exist 
and that they are derived from other parts of speech (Kyogoku & Matsui 1973, Okazaki 2013, etc.). 
It has also been indicated that, as a type of derivation, there is a change from connecting particles 
to connective expressions (Koyanagi 2016, Matsumoto 1988, etc.). 
  This paper discusses the relation of to-gaki (ト書き) with the formation of the connective 
expression to (ト) as observed in plays, literary works, and other narrative art, an aspect that has not 
been discussed in previous research. 
  The role of acting instructions observed in kabuki scripts and texts for dramatic scenarios and 
to-gaki is well-known. This to-gaki style was also employed in sharebon (洒落本) as a shared style 
called wari-gaki (割書). Examination of to-gaki and wari-gaki reveal several common features. 
Their influence is also prevalent in modern prose and literary texts. This paper analyzes to-gaki and 
wari-gaki and offers a hypothesis – an inherited element exists in the usage of to in quotations and 
conjunctive expressions in modern literary works. 
  The following content will be discussed in each section. First, issues in previous research 
regarding the conjunctive expression to will be indicated and second, the various usages of to-gaki 
will be analyzed. Subsequently, the usage of the connective phrase to in modern literary texts and 
their connection to to-gaki and wari-gaki will be explained.
Key words: descriptive part, conjunctive form, stage directions, to
